
令和６年度 第１回 二宮町子ども・子育て会議 次第 

 

日時 ： 令和６年８月 30 日（金） 

午後２時より 

場所 ： 二宮町町民センター２Ａクラブ室 

 

１ 開 会 

２ 委嘱状交付 

３ 町長あいさつ 

４ 自己紹介 

５ 副会長の選出 

６ 議 題 

（１）子ども・子育て会議の運営について             資料１ 

（２）子ども・子育て支援及び若者ニーズに関する実態調査結果速報 資料２ 

について 

（３）二宮町こども計画骨子（案）について            資料３ 

（４）第２期二宮町子ども・子育て支援事業計画の進捗状況について 資料４ 

（５）特定教育・保育施設の利用定員の設定について        資料５ 

（６）その他 

 

７ 閉 会 

 

【配布資料等】 

資料１   令和６年度子ども・子育て会議の運営について 

資料２   子ども・子育て支援及び若者ニーズに関する実態調査結果速報 

資料３   二宮町こども計画骨子（案） 

資料４   第２期二宮町子ども・子育て支援事業計画の進捗状況  

資料５   特定教育・保育施設の利用定員の設定について  

参 考   二宮町子ども・子育て支援に関するアンケート結果報告書 



資料１ 

令和６年度 二宮町子ども・子育て会議の運営について 

（こども計画の策定スケジュール） 

 

回 数 日  程 主な内容 

第１回 ８月３０日(金) こども計画の骨子(案)について 

第２回 １０月３日（木）午後 

こども計画（素案）について 

第３回 １１月 14日（木）午後 

第４回 令和７年２月～３月 こども計画（最終案）について 

※こども計画のパブリックコメントは、来年１月に実施予定。 
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市町村こども計画について 
 

１．市町村こども計画の策定について 

●こども基本法第１０条第２項において、市町村は国が定める「こども大綱」を勘案

して「市町村こども計画」を策定するよう努めることとしている。 

●国は「市町村こども計画」について、「子ども・子育て支援法」に基づいて各自治

体が策定済みの「子ども・子育て支援事業計画」と一体のものとして作成可能とし

ている。 

 

２．市町村こども計画が勘案するこども大綱の内容 

「こども大綱」は、これまでの①少子化社会対策大綱、②子供・若者育成支援推

進大綱、③子どもの貧困対策に関する大綱の３つを含むこととされており、少子化

に対処するための施策や、子ども・若者の健やかな成長に資する良好な社会環境の

整備、子どもの貧困対策に関する施策などが盛り込まれる。 

 

３．市町村こども計画の目的 

こども大綱では「こどもまんなか社会」の実現を目指しており、それぞれの自治

体が、こども大綱を勘案した自治体こども計画を策定することで「こどもまんなか

社会」の実現につながる。 

このような、全てのこども・若者が身体的・精神的・社会的に幸福な生活を送る

ことができる社会を実現していくことが、自治体こども計画の目的と考えられる。 

 

※こどもまんなか社会 

全てのこども・若者が、日本国憲法、こども基本法及びこどもの権利条約の精神にの

っとり、生涯にわたる人格形成の基礎を築き、自立した個人としてひとしく健やかに成

長することができ、心身の状況、置かれている環境等にかかわらず、ひとしくその権利

の擁護が図られ、身体的・精神的・社会的に将来にわたって幸せな状態（ウェルビーイ

ング）で生活を送ることができる社会 
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４．こども大綱に示されるこども施策に関する基本的な方針 

① こども・若者を権利の主体として認識し、その多様な人格・個性を尊重し、権利を保

障し、こども・若者の今とこれからの最善の利益を図る 

② こどもや若者、子育て当事者の視点を尊重し、その意見を聴き、対話しながら、とも

に進めていく 

③ こどもや若者、子育て当事者のライフステージに応じて切れ目なく対応し、十分に支

援する 

④ 良好な成育環境を確保し、貧困と格差の解消を図り、全てのこども・若者が幸せな状

態で成長できるようにする 

⑤ 若い世代の生活の基盤の安定を図るとともに、多様な価値観・考え方を大前提として

若い世代の視点に立って結婚、子育てに関する希望の形成と実現を阻む隘路（あい

ろ）の打破に取り組む 

⑥ 施策の総合性を確保するとともに、関係省庁、地方公共団体、民間団体等との連携を

重視する 

 

５．こども大綱に示されるこども施策に関する重要事項 

１ ライフステージを通した重要事項 

(１)こども・若者が権利の主体であることの社会全体での共有等 

(２)多様な遊びや体験、活躍できる機会づくり 

(３)こどもや若者への切れ目のない保健・医療の提供 

(４)こどもの貧困対策 

(５)障がい児支援・医療的ケア児等への支援 

(６)児童虐待防止対策と社会的養護の推進及びヤングケアラーへの支援 

(７)こども・若者の自殺対策、犯罪などからこども・若者を守る取組 

 

２ ライフステージ別の重要事項 

(１)こどもの誕生前から幼児期まで 

①妊娠前から妊娠期、出産、幼児期までの切れ目ない保健・医療の確保  

②こどもの誕生前から幼児期までのこどもの成長の保障と遊びの充実 

(２)学童期・思春期 

①こどもが安心して過ごし学ぶことのできる質の高い公教育の再生等 ・居場所づ

くり 

②小児医療体制、心身の健康等についての情報提供やこころのケアの充実 

③成年年齢を迎える前に必要となる知識に関する情報提供や教育 

④いじめ防止  

⑤不登校のこどもへの支援  

⑥校則の見直し  

⑦体罰や不適切な指導の防止  

⑧高校中退の予防、高校中退後の支援 

(３)青年期 

①高等教育の修学支援、高等教育の充実  

②就労支援、雇用と経済的基盤の安定  
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③結婚を希望する方への支援、結婚に伴う新生活への支援 

④悩みや不安を抱える若者やその家族に対する相談体制の充実 

 

３ 子育て当事者への支援に関する重要事項 

(１)子育てや教育に関する経済的負担の軽減  

(２)地域子育て支援、家庭教育支援 

(３)共働き・共育ての推進、男性の家事・子育てへの主体的な参画促進・拡大  

(４)ひとり親家庭への支援 
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資料２ 

子ども・子育て支援及び若者ニーズに関する実態調査結果速報 

１ 調査の概要 

◇調査の目的：「二宮町こども計画」を策定（令和７年度）するにあたり、計画の対象となる子

どもや若者の状況やニーズをより的確に踏まえるため、子どもや若者本人の意識

や現状を把握するために実施。 

◇調査対象：町内在住の小学校５年生 202名 

町内在住の中学校２年生 219 名 

町内在住の 16歳～29歳の住民 1,000名 

 

◇調査期間：令和６年６月７日から令和６年６月 24日 

◇調査方法：郵送による配付、郵送及びインターネットによる回答 

◇回収状況：小学生本人/配布数：202件、回収数：85件、回収率 42.1％ 

中学生本人/配布数：219 件、回収数：66件、回収率 30.1％ 

若   者/配布数：1,000 件、回収数：217 件、回収率 21.7％ 

 

２ 調査の概要（抜粋） 

Ⅰ 小学生本人・中学生本人 

（１）落ち着く場所や好きな場所（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《小学生本人 問３》 

《中学生本人 問３》 
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（２）落ち着く場所や好きな場所の有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

《小学生本人 問４》 

《中学生本人 問４》 

はい／すでにある いいえ わからない 無回答

回答者数 =

　 85 42.4 40.0 16.5 1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

はい／すでにある いいえ わからない 無回答

回答者数 =

　 66 36.4 42.4 21.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

《小学生本人 問４-１》 

回答者数 = 36 ％

身体を動かしたり、スポーツ遊びができる
場所

スポーツを教えてもらえる場所

遊びを教えてもらえる場所

勉強をしたり、本が読めたりする場所

勉強を教えてもらえる場所

いろいろな学年の子と遊べる場所

その他

無回答

61.1

44.4

19.4

13.9

11.1

33.3

16.7

5.6

0 20 40 60 80 100

《中学生本人 問４-１》 

回答者数 = 24 ％

身体を動かしたり、スポーツ遊びができる
場所

スポーツを教えてもらえる場所

遊びを教えてもらえる場所

勉強をしたり、本が読めたりする場所

勉強を教えてもらえる場所

いろいろな学年の子と遊べる場所

その他

無回答

66.7

16.7

12.5

25.0

16.7

25.0

4.2

8.3

0 20 40 60 80 100
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（３）放課後（終業後）の過ごし方（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

《小学生本人 問５ 平日》 

回答者数 = 85 ％

学校以外のクラブ活動に参加する

学習塾などに行く

習い事に行く

家で宿題や勉強をする

図書館などに行く

地域の子ども食堂などに行く

友だちと遊ぶ

家族と過ごす

ボランティアなどの地域活動をする

家の手伝いをする

テレビをみたりラジオを聞く

テレビゲーム、携帯ゲーム機、ネットゲームで遊ぶ

携帯電話やスマートフォンでＳＮＳやゲームをする

ビデオ、ＤＶＤ、マンガ、雑誌などをみる

マンガ、雑誌以外の本を読む

友だちと電話やメールをする

音楽を聞いたり楽器を演奏する

コンビニエンスストア、ファミリーレストラン、
ファストフード店で過ごす

ぼんやり部屋で過ごすまたはごろごろしている

散歩または何もせずぶらぶら出かける

その他

無回答

3.5

15.3

37.6

44.7

1.2

0.0

67.1

20.0

0.0

4.7

9.4

41.2

18.8

5.9

4.7

3.5

1.2

0.0

9.4

2.4

3.5

0.0

0 20 40 60 80 100

《中学生本人 問５ 平日》 

回答者数 = 66 ％

学校の部活動に参加する

学校以外のクラブ活動に参加する

学習塾などに行く

習いごとに行く

家で宿題や勉強をする

図書館など、地域の施設に行く

地域の子ども食堂などに行く

友達と遊ぶ

家族と過ごす

ボランティアなどの地域活動をする

家の手伝いをする

テレビをみたりラジオを聞く

テレビゲーム、携帯ゲーム機、ネットゲームで遊ぶ

携帯電話やスマートフォンでＳＮＳやゲームをする

ビデオ、ＤＶＤ、マンガ、雑誌などをみる

マンガ、雑誌以外の本を読む

友達と電話やメールをする

音楽を聞いたり楽器を演奏する

コンビニエンスストア、ファミリーレストラン、
ファストフード店で過ごす

繁華街（歓楽街）で遊ぶ

ぼんやり部屋で過ごすまたはごろごろしている

散歩または何もせずぶらぶら出かける

その他

無回答

74.2

18.2

37.9

16.7

28.8

0.0

0.0

4.5

10.6

0.0

3.0

1.5

33.3

21.2

10.6

4.5

12.1

6.1

0.0

0.0

13.6

0.0

1.5

0.0

0 20 40 60 80 100
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（４）自身について 

 

 

 

 

  

回答者数 = 85

ア）　自分には自分らしさという
　　　ものがあると思う

イ）　努力すれば好きな仕事に
　　　つくことができると思う

ウ）　今の自分が好きだ

エ）　学校ではすぐ友達ができる

オ）　自分の親（保護者）から
　　　見守られていると思う

カ）　自分の考えをはっきり
　　　相手に伝えることができる

キ）　自分自身に満足している

ク）　自分は役に立たないと強く
　　　感じる

76.5

60.0

49.4

64.7

84.7

43.5

55.3

5.9

17.6

34.1

38.8

30.6

12.9

40.0

30.6

12.9

3.5

4.7

9.4

2.4

1.2

12.9

10.6

34.1

2.4

1.2

2.4

2.4

1.2

3.5

2.4

47.1

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

あてはまる どちらかといえばあてはまる

どちらかといえばあてはまらない あてはまらない

無回答

《中学生本人 問８》 

回答者数 = 66

ア）　自分には自分らしさという
　　　ものがあると思う

イ）　努力すれば希望する職業に
　　　つくことができると思う

ウ）　今の自分が好きだ

エ）　学校ではすぐ友達ができる

オ）　自分の親（保護者）から
　　　見守られていると思う

カ）　自分の考えをはっきり
　　　相手に伝えることができる

キ）　自分自身に満足している

ク）　自分は役に立たないと強く
　　　感じる

68.2

50.0

45.5

42.4

75.8

39.4

39.4

12.1

16.7

31.8

30.3

34.8

22.7

33.3

30.3

16.7

7.6

9.1

18.2

15.2

1.5

16.7

19.7

25.8

7.6

7.6

6.1

6.1

10.6

10.6

43.9

1.5

1.5

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

あてはまる どちらかといえばあてはまる

どちらかといえばあてはまらない あてはまらない

無回答

《小学生本人 問８》 
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（５）いじめの有無（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）自分が守られ、安心して生活できていると思うか 

  

《小学生本人 問 14》 

回答者数 = 85 ％

いじめられたことがある

いじめたことがある

どちらもない

わからない

無回答

30.6

10.6

48.2

17.6

1.2

0 20 40 60 80 100

《中学生本人 問 14》 

回答者数 = 66 ％

いじめられたことがある

いじめたことがある

どちらもない

わからない

無回答

12.1

7.6

63.6

18.2

0.0

0 20 40 60 80 100

《小学生本人 問 17》 

思う 思わない わからない 無回答

回答者数 =

　 85 89.4 1.2 9.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

《中学生本人 問 17》 

思う 思わない わからない 無回答

回答者数 =

　 66 84.8 1.5 13.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（７）子どもの権利が十分に守られていると思うか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）今後の進路（学校の場合には進みたいと思う最後の学校）について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《小学生本人 問 19》 

思う やや思う やや思わない 思わない わからない 無回答

回答者数 =

　 85 34.1 21.2
3.5

2.4
38.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

《中学生本人 問 19》 

思う やや思う やや思わない 思わない わからない 無回答

回答者数 =

　 66 30.3 33.3 6.1 1.5 28.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

　 85 10.6 14.1 25.9 2.4 45.9 1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高等学校に進みたい

専修・専門学校・短期大学に進みたい

大学に進みたい

大学院に進みたい

中学校を卒業したら進学せずに働きたい

その他

わからない、まだ決めていない

無回答

《小学生本人 問 24》 

《中学生本人 問 24》 

回答者数 =

　 66 27.3 4.5 37.9 4.5 24.2 1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%



7 

（９）進路について実現することが難しいと思うこと／その理由（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（10）将来、二宮町に住み続けたいと思うか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

《小学生本人 問 25》 

回答者数 = 85 ％

勉強が難しい

お金のことで不安

健康面のことで不安

家族からの反対

自分に合う仕事がまだわからない

その他

難しいと思うことはない

無回答

48.2

20.0

4.7

2.4

28.2

5.9

15.3

10.6

0 20 40 60 80 100

《中学生本人 問 25》 

回答者数 = 66 ％

学力に課題がある

経済的な理由

健康面の理由

家族からの反対

自分に合う仕事がまだわからない

その他

難しいと思うことはない

無回答

60.6

9.1

1.5

6.1

31.8

1.5

19.7

1.5

0 20 40 60 80 100

《小学生本人 問 30》 

思う 少し思う あまり思わない

まったく思わない わからない 無回答

回答者数 =

　 85 30.6 21.2 17.6 4.7 24.7 1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

　 66 15.2 18.2 36.4 6.1 21.2 3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

《中学生本人 問 30》 
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Ⅱ 若者 

（１）安心して自分の気持ちや悩みを話せる人の有無 

 

 

 

 

 

 

（２）現在の状態（人間関係など置かれている環境や、不安に思っているもの・悩みな

ど）について、関係機関に相談したいと思うか 

 

 

 

 

 

 

 

（３）子どもや若者を対象とした相談機関の把握（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）いつかは結婚して家庭を持ちたいと思うか 

 

 

 

 

 

 

  

《若者 問３》 
いる いない 無回答

回答者数 =

　 217 88.5 11.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

非常に思う 思う 少し思う 思わない 無回答

回答者数 =

　 217 3.7 8.3 20.3 67.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

《若者 問７》 

回答者数 = 217 ％

二宮町保健センター

かながわ子ども・若者総合相談センター

神奈川県ひきこもり地域支援センター

職業安定所（ハローワーク）、就職支援センター、
若者サポートステーションなどの就労支援機関

知っている相談機関等はない

その他

無回答

34.6

8.8

4.6

30.4

41.5

0.5

4.1

0 20 40 60 80 100

はい いいえ 無回答

回答者数 =

　 191 70.7 26.7 2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

《若者 問５》 

《若者 問 13》 
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（５）現在結婚について抱いている不安（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）将来子どもが欲しいと思うか／また欲しい方・すでにいる方は理想の人数 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）持つつもりの子どもの数が、理想的な子どもの数より少ない理由（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《若者 問 13-１》 
回答者数 = 135 ％

自分に合った相手にめぐりあえるか

経済的な面

自分の自由な時間をもてるか

家族を持つ責任が重いこと

家事の分担について

自分の雇用が安定しないこと

仕事（学業）と両立できるか

親や周囲が同意しないこと

同性間の婚姻が法的に認められていないこ
と

その他

無回答

60.0

70.4

35.6

31.9

22.2

11.9

28.1

1.5

0.7

3.7

4.4

0 20 40 60 80 100

１人 ２人 ３人

４人 ５人以上 子どもは欲しくない

わからない 無回答

回答者数 =

　 217 6.0 36.4 11.1
0.5
0.5

16.1 28.6 0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

《若者 問 14》 

回答者数 = 39 ％

子育てや教育にお金がかかりすぎるから

家が狭いから

自分の仕事（勤めや家業）に差し支えるか
ら

子どもがのびのび育つ環境ではないから

自分や夫婦の生活を大切にしたいから

高年齢で産むのはいやだから

育児の心理的、肉体的負担に耐えられない
から

健康上の理由から

ほしいけれどもできないから

夫（妻）の家事・育児への協力が得られな
いから

夫（妻）が望まないから

末子が親の定年退職までに成人してほしい
から

その他

無回答

76.9

2.6

20.5

7.7

12.8

12.8

15.4

5.1

2.6

0.0

0.0

5.1

2.6

15.4

0 20 40 60 80 100

《若者 問 16》 
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（８）将来に関することで不安に思っていること（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（９）将来、二宮町に住み続けたいと思うか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《若者 問 17》 

回答者数 = 217 ％

就職のこと

進学のこと

結婚のこと

健康のこと

経済的なこと

その他

無回答

41.0

21.7

29.0

31.8

60.8

4.1

7.8

0 20 40 60 80 100

《若者 問 27》 

思う 少し思う あまり思わない

まったく思わない わからない 無回答

回答者数 =

　 217 18.9 35.9 23.5 7.8 13.4 0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%



資料３ 

二宮町こども計画 骨子（案） 
 

目次案 備考 

第１章 計画の策定概要 

１ 計画策定の趣旨 

２ 計画の対象 

３ 計画の位置づけ 

４ 計画の期間 

 

第２章 こどもを取り巻く状況 

１ 町の概況 

２ 教育・保育施設等の状況 

３ 子ども・子育てに関するアンケート調査結果 

 

 

第３章 基本理念等 

１ 基本理念 

２ 基本施策 

３ 施策の体系 

 

 

第４章 施策の展開 

基本目標１ ライフステージを通して切れ目なく一人ひとり

を大切にする支援 

基本目標２ すべてのこどもが幸せを感じるまちづくり 

基本目標３ 安心してこどもを生み育てることができる環境

づくり 

成果指標 

 

第５章 教育・保育事業・地域子ども・子育て支援事業 

１ 教育・保育提供区域の設定 

２ 人口の見込み 

３ 教育・保育の事業量の見込み、提供体制の確保方策 

４ 地域子ども・子育て支援事業の量の見込み、提供体制の

確保方策 

５ 教育・保育の一体的提供及び体制の確保 

※子ども・子育て支援事

業計画 

第６章 計画の推進体制 

１ 子ども・子育て会議 

２ 関係機関との連携 

３ 進捗管理 

 

資料編 
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二宮町こども計画 課題シート 

基本目標１「ライフステージを通して切れ目なく一人ひとりを大切にする支

援」についての課題 

＜妊娠前から幼児期まで＞ 

 

次期計画の方向性 

妊娠前から幼児期まで 

（１）母親と子どもの健康保持増進 

（２）教育・保育サービスの量の確保と質の向上 

（３）親子の成長と交流の場の支援 

 

 

アンケート調査 

結果 

調査結果概要 問番号 

・現在の就労状況について、（１）母親では、「パート・アルバイト等（「フルタ

イム」以外の就労）で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない」の割合

が 27.0％、「フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）で就労してお

り、産休・育休・介護休業中ではない」の割合が 26.0％。 

【未就学保護者】 
問 17 

・パート・アルバイト等で就労している人でフルタイムへの転換希望について、

（１）母親では、「パート・アルバイト等（「フルタイム」以外）の就労を続け

ることを希望」の割合が 50.5％と最も高く、次いで「フルタイム（１週５日程

度・１日８時間程度の就労）への転換希望はあるが、実現できる見込みはない」

の割合が 20.7％。 

【未就学保護者】 
問 18 

・現在、子育てサロン（親子が集まって過ごしたり、相談をしたり、情報提供を受

けたりする場で、中里と栄通りにあります。）の利用について、「利用してい

る」が 22.7％、「利用していない」が 73.6％。 

【未就学保護者】 
問 24 

・子育てサロンの今後の意向について、「利用していないが、今後利用したい」の

割合が 14.4％、「すでに利用しているが、今後利用日数を増やしたい」の割合が

9.1％。 

【未就学保護者】 
問 25 

国の方針及び 

社会動向 

【こども大綱】 

○妊娠前から妊娠期、出産、幼児期までの切れ目ない保健・医療の確保 

・不妊症や不育症、出生前検査など妊娠・出産に関する正しい知識の普及や相談体制の強化を図

る。 

・周産期医療の集約化・重点化を推進し、地域の周産期医療体制を確保する。 

・産後ケア事業の提供体制の確保や養育者のメンタルヘルスに係る取組を進めるなど、産前産後の

支援の充実と体制強化を行う。 

・こども家庭センターにおいて、産前産後から子育て期を通じた切れ目のない継続的な支援を提供

できる体制を構築する。 

・予期せぬ妊娠等に悩む若年妊婦等が必要な支援を受けられるよう、乳児院や母子生活支援施設、

ＮＰＯなどの民間団体とも連携しながら、取組を進める。 

・乳幼児の発育・発達や健康の維持・増進、疾病の予防の観点から、新生児マススクリーニング等

を推進する。 

・悩みを抱える保護者等を早期に発見し、相談支援につなげ、児童虐待の予防や早期発見にも資す

るよう、乳幼児健診等を推進する。 

○こどもの誕生前から幼児期までのこどもの成長の保障と遊びの充実 

・３歳未満児の子育て当事者が地域の中で孤立しないよう、認定こども園、保育所、幼稚園、地域

子育て支援拠点など地域の身近な場を通じた支援を充実する。 
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・二宮町の子育て支援施策に期待すること・重要なことについて、「教育・保育サ

ービスの費用負担や学費など経済的支援の充実」が 37.9％と最も高く、次いで

「地域における子どもの居場所の充実」が 28.7％、「子どもが主体的に行動でき

るよう学校教育・保育環境の充実」が 24.8％。 

 
【未就学保護者】 

問 45 

・二宮町の子育て支援施策に期待すること・重要なことについて、「地域における

子どもの居場所の充実」が 39.7％と最も高く、次いで「教育・保育サービスの費

用負担や学費など経済的支援の充実」が 33.3％、「子どもが主体的に行動できる

よう学校教育・保育環境の充実」が 31.4％。 

【小学生保護者】 
問 38 

 

 

  

次期計画に向けた

課題 

（１）母親と子どもの健康保持増進 

本町では、妊娠や出産等に関する相談や各種健康診査、育児教室など、さまざまな側面から母

子の健康を維持・向上させるための支援を行ってきました。 

未就学児の保護者のアンケート調査では、子育てに関して、日常悩んでいること、あるいは気

になることについて、「子どものしつけに関すること」に次いで「病気や発育発達に関するこ

と」が 44.6％、「食事や栄養に関すること」が 44.3％と高くなっています。 

今後も、子どもや母親の健康の確保において、各種健康診査や講座への参加率をより高められ

るよう周知を行い、健康診査や相談、情報提供や育児支援など、切れ目のない支援をしていくこ

とが必要です。 

また、産後ケア事業の提供体制の確保や養育者のメンタルヘルスに係る取組を進めるなど、産

前産後の支援の充実と体制強化とともに、予期せぬ妊娠等に悩む若年妊婦等が必要な支援を受け

られるよう、民間団体とも連携しながら、取組を進めることが必要です。 

 

（２）教育・保育サービスの量の確保と質の向上 

本町では、待機児童が発生しないよう各保育所と連携し受入れ体制の確保を図るとともに、保

育に関わるスタッフの質の充実を図り、より良い保育サービスが提供できるよう努めました。 

未就学児の保護者のアンケート調査では、平日の教育・保育の事業の利用について、「認可保

育所」が 55.4％と最も高く、次いで「幼稚園」が 42.8％、「幼稚園の預かり保育」が 10.4％と

なっています。また、母親で、半数以上の人が就労しており、パート・アルバイト等で就労して

いる人でも、フルタイムへの転換希望がある人は２割を超えており、保育ニーズの増加が見込ま

れます。 

今後、多様化する就労形態や就労時間の変化を踏まえ、教育・保育事業の保護者のニーズに対

応していくことが必要です。また、土曜日や日曜日・祝日や子どもの病気やケガなどの時に対す

る保育ニーズも潜在化しており、柔軟な保育サービスの充実が求められています。 

さらに、保育ニーズの高まりに合わせて、保育士、保育教諭、幼稚園教諭等の人材育成・確

保・処遇改善や現場の負担軽減、職員配置基準の改善を進めることが必要です。 

 

（３）親子の成長と交流の場の支援 

本町では、子育て支援に関わる機関や団体等のネットワークを強化し、連携を深めていくこと

で子育て支援の充実を図っています。 

未就学の保護者のアンケート調査では、現在、子育てサロンの利用について、「利用してい

る」が 22.7％となっているほか、今後、新たに利用を希望したり、日数を増やしたいというニー

ズもうかがえます。 

今後も、親子が成長していく中で、相談や交流の場となる子育て支援事業の充実を図っていく

ことが重要です。 
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＜学童期・思春期＞ 

 

次期計画の方向性 

学童期・思春期 

（１）学校教育の充実 

（２）放課後児童対策の充実 

（３）いじめ・不登校への対応 

（４）保健対策の充実 

 

アンケート調査 

結果 

調査結果概要 問番号 

・二宮町の子育て支援施策に期待すること・重要なことについて、「地域における

子どもの居場所の充実」が 39.7％と最も高く、次いで「教育・保育サービスの費

用負担や学費など経済的支援の充実」が 33.3％、「子どもが主体的に行動できる

よう学校教育・保育環境の充実」が 31.4％。 

【小学生保護者】 
問 38 

・今後の進路について、「大学に進みたい」の割合が 37.9％と最も高く、次いで

「高等学校に進みたい」の割合が 27.3％ 

【中学生本人】 
問 24 

・希望する進路を実現することが難しいと思うこととして、「学力に課題がある」

の割合が 60.6％と最も高い。 

【中学生本人】 
問 25 

・放課後の過ごし方については、「友だちと遊ぶ」の割合が 67.1％と最も高く、次

いで「家で宿題や勉強をする」の割合が 44.7％、「テレビゲーム、携帯ゲーム

機、ネットゲームで遊ぶ」の割合が 41.2％。 

【小学生本人】 
問５ 

・放課後の過ごし方については、「学校の部活動に参加する」の割合が 74.2％と最

も高く、次いで「学習塾などに行く」の割合が 37.9％、「テレビゲーム、携帯ゲ

ーム機、ネットゲームで遊ぶ」の割合が 33.3％。 

【中学生本人】 
問５ 

国の方針及び 

社会動向 

【こども大綱】 

○こどもが安心して過ごし学ぶことのできる質の高い公教育の再生等 

・学校における働き方改革や処遇改善、指導・運営体制の充実を一体的に推進する。 

・インクルーシブ教育システムを推進し、特別支援教育の充実を図る。 

・コミュニティ・スクールと地域学校協働活動を一体的に進める。 

・部活動の地域連携や地域クラブ活動への移行に向けた地域のスポーツ・文化芸術環境を整備す

る。 

・規範意識、思いやりの心を育てるため、道徳教育や情報モラル教育を推進する。 

・こども・若者の健康の保持増進を担う養護教諭の支援体制の推進や、健康診断等の保健管理や薬

物乱用防止教育など、学校保健を推進する。 

・学校給食の普及・充実や栄養教諭を中核とした、家庭、学校、地域等が連携した食育の取組を推

進する。 

○不登校のこどもへの支援 

・スクールカウンセラー・スクールソーシャルワーカーなどの専門家にいつでも相談できる環境の

整備、ＩＣＴ等を活用した学習支援、ＮＰＯやフリースクール等との連携など、不登校のこども

への支援体制を整備し、アウトリーチを強化する。 

○いじめ対策 

・いじめは、こどもの心身に深刻な影響を及ぼす許されない行為であり、社会総がかりでいじめ問

題に取り組む。 

・首長部局と教育委員会が連携し、国公私立の全ての学校において、いじめ防止対策推進法に基づ

いた対応の徹底を図るとともに、道徳科や学級・ホームルーム活動等におけるこども主体でのい

じめ防止に資する取組の実施、いじめの積極的な認知と早期の組織的対応、相談先の確保、関係

機関等との連携の推進など、いじめ防止対策を強化する。 

・いわゆる「ネットいじめ」に関する対策の推進を図る。 

・全てのこどもが自分の大切さとともに他の人の大切さを認めることができるよう働きかけるな

ど、いじめの未然防止教育を推進する。 
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・家や学校以外の居場所として行ってみたいと思う（行っている）場所は、「身体

を動かしたり、スポーツ遊びができる場所」の割合が 61.1％と最も高く、次いで

「スポーツを教えてもらえる場所」の割合が 44.4％、「いろいろな学年の子と遊

べる場所」の割合が 33.3％。 

【小学生本人】 
問４－１ 

・家や学校以外の居場所として行ってみたいと思う（行っている）場所は、「身体

を動かしたり、スポーツ遊びができる場所」の割合が 66.7％と最も高く、次いで

「勉強をしたり、本が読めたりする場所」、「いろいろな学年の子と遊べる場

所」の割合が 25.0％。 

【中学生本人】 
問４－１ 

・いじめられたこと、いじめたことの経験について、「いじめられたことがある」

の割合が 30.6％、「いじめたことがある」の割合が 10.6％ 

【小学生本人】 
問 14 

・いじめられたこと、いじめたことの経験について、「いじめられたことがある」

の割合が 12.1％、「いじめたことがある」の割合が 7.6％ 

【中学生本人】 
問 14 

 

次期計画に向けた

課題 

（１）学校教育の充実 

本町では、すべての教育活動を通して、児童・生徒が人権尊重の意識を高め、自分の大切さと

ともに他の人の大切さを認めることができるようになり、安心して楽しく学べる学校づくりを進

めました。 

小学生の保護者のアンケート調査では、二宮町の子育て支援施策に期待すること・重要なこと

について、「子どもが主体的に行動できるよう学校教育・保育環境の充実」が 31.4％と上位にあ

がっています。 

また、中学生のアンケート調査では、今後の進路について進学を希望しながらも、希望する進

路を実現することが難しいと思うこととして「学力に課題がある」と挙げている割合が 60.6％と

最も高くなっています。 

今後も、一人一人の子どもの可能性を伸ばしながら、自ら学び自己実現を目指す児童・生徒の

育成に努めていくことが必要です。また、教職員が本来求められる役割に対してその力を存分に

発揮できるよう、学校における働き方改革や処遇改善、指導・運営体制の充実の一体的な推進が

求められます。 

 

（２）放課後児童対策の充実 

本町では、放課後の時間を有効的に活用し、心身の健全な育成を図るため、学童保育や放課後

子ども教室の場を通して、より安全に遊べる居場所づくりの取り組みを進めてきました。 

アンケート調査では、お子さんについて、小学校低学年のうち、放課後の時間を過ごさせたい

場所について、「自宅」に次いで「学童保育」が 54.0％、「習い事」が 38.1％となっていま

す。 

また、小学生、中学生のアンケート調査では、身体を動かしたりスポーツ遊びができる場所を

求める声もうかがえます。 

今後、学童保育の利用希望があることから、放課後のこどもの遊びと生活の場である学童保育

の受け皿整備を着実に進め、学童保育の安定的な運営を確保していくことが必要です。 

また、自宅で過ごす子どもや自宅で過ごすことを希望する保護者も増えており、学童保育以外

の地域の子どもたちの多様なニーズに対応していくことも必要です。 

 

（３）いじめ・不登校への対応 

小学生、中学生のアンケート調査では、「いじめられたことがある」とする児童・生徒がいる

実態がうかがえます。 

いじめ防止対策推進法に基づいた対応の徹底を図るとともに、道徳科や学級・ホームルーム活

動等におけるこども主体でのいじめ防止に資する取組の実施、いじめの積極的な認知と早期の組

織的対応、相談先の確保、関係機関等との連携の推進など、いじめ防止対策を強化することが必

要です。 

また、不登校のこどもへの支援については、スクールカウンセラー・スクールソーシャルワー

カーなどの専門家にいつでも相談できる環境の整備やＩＣＴ等を活用した学習支援、ＮＰＯやフ

リースクール等との連携など、不登校のこどもへの支援体制を整備し、アウトリーチを強化する

ことが必要です。 
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（４）保健対策の充実 

本町では、児童・生徒が心身ともに健全で安全な生活を送れるよう、学校保健が中心となって

学童期・思春期における保健対策を実施してきました。 

今後も、子どもの健全育成に向けて、切れ目のない保健・医療の提供とともに、規則正しい食

習慣の実践や共食の推進など家庭、学校、地域等が連携した食育の取組が必要です。 

また、子どもの健康づくりにおいては、養護教諭の支援体制の推進や健康診断等の保健管理、

薬物乱用防止教育など学校保健を推進することが必要です。 
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＜青年期＞ 

 

次期計画の方向性 

青年期 

（１）次代の親の育成 

（２）若者の自立・就業支援 

（３）出会いや結婚の支援 

 

アンケート調査 

結果 

調査結果概要 問番号 

・いつかは結婚して家庭を持ちたいと思うかについて、「はい」の割合が 70.7％。 
【若者】 
問 13 

・現在結婚について抱いている不安について、「経済的な面」の割合が 70.4％と最

も高く、次いで「自分に合った相手にめぐりあえるか」の割合が 60.0％、「自分

の自由な時間をもてるか」の割合が 35.6％。 

【若者】 
問 13-1 

・将来に関することで不安に思っていることは、「経済的なこと」の割合が 60.8％

と最も高く、次いで「就職のこと」の割合が 41.0％、「健康のこと」の割合が

31.8％。 

【若者】 
問 17 

・理想の子どもの人数は、「２人」の割合が 36.4％と最も高い。 
【若者】 
問 14 

・持つつもりの子どもの数が、理想的な子どもの数より少ない理由は、「子育てや

教育にお金がかかりすぎるから」の割合が 76.9％と最も高く、次いで「自分の仕

事（勤めや家業）に差し支えるから」の割合が 20.5％、「育児の心理的、肉体的

負担に耐えられないから」の割合が 15.4％。 

【若者】 
問 16 

・安心して自分の気持ちや悩みを話せる人について、「いない」の割合が 11.5％。 
【若者】 
問３ 

・子どもや若者を対象とした相談機関の認知状況について、「知っている相談機関

等はない」の割合が 41.5％と最も高い。 

【若者】 
問７ 

 

国の方針及び 

社会動向 

【こども大綱】 

○社会参画・意見反映を支える人材の育成 

・こどもや若者が意見を言いやすい環境をつくるため、安全・安心な場をつくり意見を言いやすく

なるように引き出すファシリテーターを積極的に活用できるよう、人材確保や養成等のための取

組を行う。 

○若者が主体となって活動する団体等の活動を促進する環境整備 

・様々な社会課題の解決に自ら声を上げて取り組む若者団体や、地域においてこどもや若者が主体

となって活動しているこども会議、若者会議、ユースカウンシルなどの活動がより充実するよ

う、連携を強化するとともに、好事例の展開等を進める。若者団体等の主体的な活動を促進する

ための取組の在り方について検討する。 

・地域にある多様な居場所、社会教育施設、こどもの意見表明支援や、こどもの社会参画機会の提

供を行う民間団体との連携を強化する。 

○悩みや不安を抱える若者やその家族に対する相談体制の充実（青年期） 

・子ども・若者総合相談センターなど、ニートやひきこもりの状態にあったり、進路や人間関係等

に悩みや不安を抱えていたりする若者やその家族に対する相談体制の充実を図る。 

○結婚を希望する方への支援、結婚に伴う新生活への支援 

・出会いの機会・場の創出支援について、効果の高い取組を推進し、より広域での展開、官民連

携、伴走型の支援を充実させる。 

・結婚に伴う新生活のスタートアップへの支援を推進する。 
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次期計画に向けた

課題 

（１）次代の親の育成 

本町では、新たに親になる世代の子どもたちに子育てや子どもに対する意識の醸成を図るた

め、乳幼児や小さな子どもとのふれあいを通して、他人を慈しむ心や、命の大切さ、子どもを産

み、育てることの意義を学ぶ機会を設けてきました。 

若者へのアンケート調査では、結婚して家庭を持ちたいと思うかについて「はい」の割合が

70.7％と結婚に対する意向を持った人が多い様子がうかがえます。 

必要な子育てや子どもに対する意識の醸成や情報発信を図るとともに、男女ともに性や妊娠に

関する正しい知識を身に付け、栄養管理を含めた健康管理を行うよう促すプレコンセプションケ

アの取組を推進することも必要です。 

 

（２）若者の自立・就業支援 

本町では、関係機関と連携し、若者の就業支援のための相談やカウンセリング、職業能力開発

等の取組みを支援してきました。 

若者へのアンケート調査では、将来に関する不安として、「経済的なこと」の割合が 60.8％と

最も高く、次いで「就職のこと」の割合が 41.0％となっています。また、こうした不安を持ちな

がらも、安心して自分の気持ちや悩みを話せる人が「いない」の割合が 11.5％となっています。 

さらに、「子育てや教育にお金がかかりすぎるから」という理由で子どもを持つことを控える

ことを考えている状況もうかがえます。 

若者の就職活動段階においては、マッチングの向上等を図ることで、不本意な早期離職を抑制

しながら、キャリアの早い段階から新規学卒就職者等が集中的に職業経験を積んで、その後のキ

ャリア形成のための基盤となる職業能力を培うことができるよう支援を行うことが必要です。 

また、離職する若者の早期の再就職のための、キャリア自律に向けた支援を行うとともに、ハ

ローワーク等による若者への就職支援に取り組むことが必要です。 

 

（３）出会いや結婚の支援 

若者へのアンケート調査では、結婚について抱いている不安については、「経済的な面」の割

合が 70.4％と最も高く、次いで「自分に合った相手にめぐりあえるか」の割合が 60.0％となっ

ています。 

出会いの機会・場の創出支援について、効果の高い取組を推進し、より広域での展開、官民連

携、伴走型の支援を充実させることが必要です。また、結婚に伴う新生活のスタートアップへの

支援を推進することが必要です。 
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基本目標２「すべてのこどもが幸せを感じるまちづくり」についての課題 

 

次期計画の方向性 

（１）こども・若者の権利の保障 

（２）こども・若者の居場所づくり 

（３）こどもの貧困への対策 

（４）困難を抱えたこどもや家庭への支援の充実 

（５）こどもを見守り育てる安心・安全なまちづくり 

 

アンケート調査 

結果 

調査結果概要 問番号 

・あなたは、「子どもの権利」について、知っている」が 65.3％、「知らない」

が 31.9％。 

【未就学保護者】 
問 37 

・子どもの権利の中で特に大切だと思うことについて、「暴力や言葉で傷つけない

こと」が 89.6％と最も高く、次いで「自分の考えを自由に言えること」が

85.9％、「人と違う自分らしさが認められること」が 83.6％。 

【未就学保護者】 
問 38 

国の方針及び 

社会動向 

【こども大綱】 

〇こどもの貧困対策 

・家庭の経済状況が理由で学校生活が制約されたり進路が狭まったりすることのないよう教育の支

援、幼児期から高等教育段階まで切れ目のない教育費負担の軽減を図る。 

・貧困の状況にあるこども・若者や子育て当事者が社会的孤立に陥ることのないよう、親の妊娠・

出産期からの相談支援の充実や居場所づくりなど、生活の安定に資するための支援を進める。 

・保護者の状況に合ったきめ細かな就労支援を進めていく。 

・様々な支援を組み合わせて経済的支援の効果を高める。 

○障害児支援・医療的ケア児等への支援 

・地域における障害児の支援体制の強化や保育所等におけるインクルージョンを推進する。 

・医療的ケア児、聴覚障害児など専門的支援が必要なこどもや若者とその家族への対応のための地

域における連携体制を強化する。 

・インクルーシブ教育システムの実現に向けた取組を一層進める。 

○児童虐待防止対策と社会的養護の推進及びヤングケアラーへの支援 

・こども家庭センターが、地域の保育所、学校等や民間団体を含め、要保護児童対策地域協議会な

どの地域のネットワークと一体となって継続的に支え、虐待予防の取組を強化する。 

・孤立した環境の中で予期せぬ妊娠に悩む若年女性等に対する相談・日常生活の支援や関係機関と

の調整等の支援の強化に取り組む。 

・ヤングケアラーに対して、福祉、介護、医療、教育等の関係者が情報共有・連携して、早期発

見・把握し、必要な支援につなげていく。 

〇ひとり親家庭への支援 

・児童扶養手当等による経済的支援のほか、各家庭の親子それぞれの状況に応じて、生活支援、子

育て支援、就労支援等が適切に行われるよう取り組む。こどもに届く生活・学習支援を進める。 

・多くのひとり親に対して、相談に来ることを待つことなくプッシュ型による相談支援を行うこと

や、様々な課題にワンストップで必要な支援につなげることができる相談支援体制を強化する。 

・こどもの最善の利益を考慮しながら、安全・安心な親子の交流を推進するとともに、養育費の履

行確保のため、養育費に関する相談支援や取決めの促進について強化を図る。 

〇犯罪被害、事故、災害からこどもを守る環境整備 

・こどもの生命を守り、犯罪被害や事故、災害からの安全を確保することが全てのこどもが健やか

に育つための大前提であるとの認識の下、有害環境対策、防犯・交通安全対策、製品事故防止、

防災対策等を進める。 

・こども・若者が、犯罪、事故、災害等から自らと他者の安全を守ることができるよう、体験的な

学びを含め、発達の程度に応じて、体系的な安全教育を推進する。こどもの安全に関する保護者

に対する周知啓発を進める。 
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・二宮町の子育て支援施策に期待すること・重要なことについて、「教育・保育サ

ービスの費用負担や学費など経済的支援の充実」が 37.9％と最も高く、次いで

「地域における子どもの居場所の充実」が 28.7％、「子どもが主体的に行動で

きるよう学校教育・保育環境の充実」が 24.8％。 

【未就学保護者】 
問 45 

・二宮町の子育て支援施策に期待すること・重要なことについて、「地域における

子どもの居場所の充実」が 39.7％と最も高く、次いで「教育・保育サービスの

費用負担や学費など経済的支援の充実」が 33.3％、「子どもが主体的に行動で

きるよう学校教育・保育環境の充実」が 31.4％。 

【小学生保護者】 
問 38 

・あなたの世帯では、過去１年の間に、お金が足りなくて、家族が必要とする食料

（嗜好品は除く）が買えないことがあったかについて、「まったくなかった」が

85.1％。一方で「よくあった」「ときどきあった」の割合は 6.7％。 

【未就学保護者】 
問 13 

・あなたの世帯では、過去１年の間に、お金が足りなくて、家族が必要とする食料

（嗜好品は除く）が買えないことがあったかについて、「まったくなかった」が

91.0％。一方で「よくあった」「ときどきあった」の割合は 5.8％。 

【小学生保護者】 
問 13 

・あなたの世帯では、過去１年の間に、お金が足りなくて、教育に関わるお金（保

育料・学用品・給食費等）で困ったことがあったかについて、「まったくなかっ

た」が 85.9％。一方で「よくあった」「ときどきあった」の割合は 6.0％。 

【未就学保護者】 
問 15 

・あなたの世帯では、過去１年の間に、お金が足りなくて、教育に関わるお金（学

用品費・給食費・修学旅行等の積立費等）を支払えないことがあったかについ

て、「まったくなかった」が 96.8％。一方で「よくあった」「ときどきあっ

た」の割合は 1.2％。 

【小学生保護者】 
問 15 

・子育てに関して、日常悩んでいること、あるいは気になることについて、「子ど

ものしつけに関すること」が 58.7％と最も高く、次いで「病気や発育発達に関

すること」が 44.6％、「食事や栄養に関すること」が 44.3％。 

【未就学保護者】 
問 44 

・本町における子育ての環境や支援への満足度について、「満足な理由」では、

「自然環境がよい」が 79.2％と最も高く、次いで「住環境がよい」が 63.7％、

「保育園、幼稚園などに入りやすい」、「事故や犯罪が少なく安全」が

49.6％。 

不満足な理由では、「公園や子育て広場など子どもの遊び場が少ない」が

69.4％と最も高く、次いで「子育て支援が充実していない」が 63.5％、「医療

機関が充実していない」が 61.2％。 

【未就学保護者】 
問 40-１ 

・本町における子育ての環境や支援への満足度について、「満足な理由」では、

「自然環境がよい」が 82.4％と最も高く、次いで「住環境がよい」が 61.3％、

「事故や犯罪が少なく安全」が 42.9％。 

 不満足な理由では、「公園や子育て広場など子どもの遊び場が少ない」が

66.7％と最も高く、次いで「子育て支援が充実していない」が 60.0％、「医療

機関が充実していない」が 46.7％。 

【小学生保護者】 
問 33-１ 

 

次期計画に向けた

課題 

（１）こども・若者の権利の保障 

こども大綱においては、こども・若者が権利の主体であることの社会全体での共有等をすると

ともに、「こどもまんなか社会」の実現に向けて、子どもが自らの意見を持つための様々な支援

を受けることができ、その意見を表明し、参画できる社会の実現が求められています。 

アンケート調査では、「子どもの権利」の認知度は、未就学の保護者で 65.3％、小学生の保護

者で 74.4％となっています。 

未就学の保護者で、子どもの権利の中で特に大切だと思うことについて、「暴力や言葉で傷つ

けないこと」が 89.6％と最も高く、次いで「自分の考えを自由に言えること」が 85.9％、「人

と違う自分らしさが認められること」が 83.6％となっています。 

今後、子ども・若者の権利の意識の醸成に向けて、啓発をしていくことが必要です。さらに、

こども・若者を権利の主体として認識し、子どもや若者が自分自身に関係することについて、自

由に意見を表すことができる機会を家庭、学校、地域等さまざまな場において確保していくこと

が必要です。 
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（２）こども・若者の居場所づくり 

児童を取り巻くコミュニケーションなどの社内環境が変化する中、子ども同士の遊びを通じて

形成される仲間づくりや社会性の発達、健康な体づくり等が期待できる子ども同士の遊びや交流

は重要です。 

小学生の保護者のアンケート調査では、二宮町の子育て支援施策に期待すること・重要なこと

について、「地域における子どもの居場所の充実」が 39.7％と最も高くなっています。 

今後も、多くのこども・若者の地域にある多様な居場所、図書館などの社会教育施設などにつ

いても、こども・若者にとってよりよい居場所となるよう取り組むことが必要です。また、誰一

人取り残さず、こども・若者の視点に立った多様な居場所づくりが行われるよう、こどもの居場

所づくりに関する指針に基づき、こども・若者の声を聴きながら居場所づくりを推進することが

必要です。 

 

（３）こどもの貧困への対策 

本町では、子ども達が生まれ育った環境に左右されず、落ち着いて健康に生活し、意欲的に学

習や活動に取り組むことができるよう関係機関や関係団体との連携を図りながら、教育の支援、

生活の支援、保護者に対する就労支援、経済的支援などの子どもの貧困対策に取り組んできまし

た。 

未就学及び小学生の保護者のアンケート調査では、家族が必要とする「食料」が買えなかった

経験や教育に関するお金で困った経験が「まったくなかった」が約９割となっている一方で、わ

ずかに経験のあった人が見られることから、経済的な困難を抱える家庭への支援体制を強化し、

経済的支援等の充実とともに、生活の安定のための支援、教育の支援、保護者の就労支援が必要

です。 

 

（４）困難を抱えたこどもや家庭への支援の充実 

本町では、育児相談や育児教室を中心とした発達に心配のある子どもへの支援、障がいのある

子どもに対してのそれぞれの障がいの状況に応じた指導や支援、児童虐待の予防・早期発見・早

期対応など困難を抱えた子どもや家庭への支援に努めてきました。 

未就学の保護者のアンケート調査では、子育てに関して、日常悩んでいること、あるいは気に

なることについて、「子どものしつけに関すること」「病気や発育発達に関すること」が高くな

っています。 

児童の状態や家庭の状況に応じた発達に心配のある子どもや障がいのある子どもへの支援の充

実が求められます。 

また、児童虐待の未然防止、早期発見・対応のため、地域住民が当事者意識を持つとともに、

子どもに関わる関係機関等の連携体制の強化も必要です。 

 

（５）こどもを見守り育てる安心・安全なまちづくり 

本町では、子どもの身近な遊び場である公園や緑地の整備、子ども・子育て家庭の視点に立っ

たバリアフリーの推進、地域ぐるみの交通安全対策、防犯体制及び防災対策などの安心・安全な

まちづくりに努めてきました。 

アンケート調査では、本町における子育ての環境や支援への満足度について、「満足な理由」

のひとつとして、「事故や犯罪が少なく安全」が上位にあがっています。 

今後も、子どもの生命を守り、犯罪被害や事故、災害からの安全を確保することが全ての子ど

もが健やかに育つための大前提であるとの認識の下、防犯・交通安全対策、防災対策等を進める

ことが必要です。 

また、子どもや若者が、犯罪や事故、災害等から自らと他者の安全を守ることができるよう、

体験的な学びを含め、発達の程度に応じて、体系的な安全教育を推進するとともに、子どもの安

全に関する保護者に対する周知啓発が必要です。 
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基本目標３「安心してこどもを生み育てることができる環境づくり」につい

ての課題 

 

次期計画の方向性 

（１）経済的負担の軽減 

（２）育児力の向上支援 

（３）地域における子育て支援の充実 

（４）子育てと仕事の両立支援 

（５）ひとり親家庭の自立支援 

（６）子育て情報提供の充実 

 

アンケート調査 

結果 

調査結果概要 問番号 

・子育てに、影響すると思われる環境について、「家庭」が 97.4％と最も高く、

次いで「地域」が 54.3％、「保育所」が 52.2％。 

【未就学保護者】 
問８ 

国の方針及び 

社会動向 

【こども大綱】 

○子育てや教育に関する経済的負担の軽減 

・幼児教育・保育の無償化や高校等の授業料支援、高等教育段階の修学支援など、幼児期から高等

教育段階まで切れ目のない負担軽減を着実に実施する。 

・高等教育について、授業料等減免や奨学金制度の充実、授業料後払い制度（いわゆる日本版ＨＥ

ＣＳ）の本格導入など、更なる支援拡充を検討し、必要な措置を講じる。 

・児童手当について、次代を担う全てのこどもの育ちを支える基礎的な経済支援としての位置づけ

を明確化し、拡充する。 

○共働き・共育ての推進、男性の家事・子育てへの主体的な参画促進・拡大 

・男性、女性ともに、希望どおり、気兼ねなく育児休業制度を使えるよう、組織のトップや管理職

の意識を変え、仕事と子育てを両立できる環境づくりを進めていく。 

・長時間労働の是正や働き方改革を進めるとともに、男性の家事・子育てへの参画の促進、企業の

福利厚生の充実を図ることにより、女性と男性がともにキャリアアップと子育てを両立できるよ

う環境整備を進める。 

・男性の育児休業が当たり前になる社会の実現に向けて、官民一体となって取り組むこととし、制

度面と給付面の両面からの対応を抜本的に強化する。 

・男性の家事・子育てへの参画の意識改革に加え、組織において就労環境や組織風土の根本的な見

直しにより様々なケースに対応した実効性の高い取組の充実を図る。 

○地域子育て支援、家庭教育支援 

・地域の中で子育て家庭が支えられるよう、在宅で子育てをしている家庭を含めて全てのこどもと

家庭を対象として、虐待予防の観点からも、地域のニーズに応じた様々な子育て支援を推進す

る。子育て当事者の気持ちを受け止め、寄り添いながら、オンラインも活用した相談やプッシュ

型の情報提供を行う。こどもとの親としての関わりの工夫や体罰等がこどもに与える悪影響等を

親に伝えるなど、体罰によらない子育てに関する啓発を進める。 

・一時預かり、ファミリー・サポート・センター、ベビーシッターに関する取組を推進する。 

・保護者が家庭においてこどもの基本的な生活習慣や自立心等を育む教育を行うため、保護者が学

ぶことや、身近に相談相手がいない状況にある保護者を切れ目なく支援することができるよう、

訪問型を含めた家庭教育支援チームの普及を図るなど、保護者に寄り添う家庭教育支援を推進す

る。 

 

【第５次男女共同参画基本計画】 

・働くことを希望する全ての人が、仕事と子育て・介護・社会活動等を含む生活との二者択一を迫

られることなく、働き続け、その能力を十分に発揮することができるよう、働き方改革関連法や

育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律（育児・介護休業法）

をはじめとする関連法の着実な施行や履行確保を行いつつ、長時間労働の削減や生産性の向上を

推進する。また、ライフステージや個別の事情等に対応した多様で柔軟な働き方の実現を図る。 
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・子育てに、影響すると思われる環境について、「家庭」が 98.7％と最も高く、

次いで「小学校」が 98.1％、「地域」が 48.7％。 

【小学生保護者】 
問８ 

・子育てをする上で気軽に相談できる人、場所の有無について、「いる／ある」の

割合が 90.6％、「いない／ない」の割合が 3.9％。 

【未就学保護者】 
問 10 

・子育てをする上で気軽に相談できる人、場所の有無について、「いる／ある」の

割合が 90.4％、「いない／ない」の割合が 6.4％。 

【小学生保護者】 
問 10 

・子育てをするうえでの不安や悩みの有無は、「ある」の割合が 77.8％、「な

い」の割合が 21.9％。 

【未就学保護者】 
問 43 

・子育てをするうえでの不安や悩みの有無は、「ある」の割合が 76.3％、「な

い」の割合が 23.1％。 

【小学生保護者】 
問 36 

・二宮町の子育て支援施策に期待すること・重要なことについて、「教育・保育サ

ービスの費用負担や学費など経済的支援の充実」が 37.9％と最も高く、次いで

「地域における子どもの居場所の充実」が 28.7％、「子どもが主体的に行動で

きるよう学校教育・保育環境の充実」が 24.8％。 

【未就学保護者】 
問 45 

・二宮町の子育て支援施策に期待すること・重要なことについて、「地域における

子どもの居場所の充実」が 39.7％と最も高く、次いで「教育・保育サービスの

費用負担や学費など経済的支援の充実」が 33.3％、「子どもが主体的に行動で

きるよう学校教育・保育環境の充実」が 31.4％。 

【小学生保護者】 
問 38 

・父母のいずれかもしくは双方が育児休業を取得したかについて、母親では、「取

得した（取得中である）」が 49.1％と最も高く、次いで「働いていなかった」

が 39.2％、「取得していない」が 10.2％。 

父親では、「取得していない」が 75.2％と最も高く、次いで「取得した（取得

中である）」が 18.5％。 

【未就学保護者】 
問 36 

 

次期計画に向け

た課題 

（１）経済的負担の軽減 

本町では、国の制度に基づく児童手当の助成、就学に必要な費用の援助や各種奨学金の利用支

援、幼児教育・保育の無償化などにより、子育て家庭の経済的負担の軽減を図ってきました。 

アンケート調査では、二宮町の子育て支援施策に期待すること・重要なことについて、未就学

保護者では「教育・保育サービスの費用負担や学費など経済的支援の充実」の割合が 37.9％と最

も高く、経済的負担の軽減への要望が高くなっています。 

今後も、次代を担う全ての子どもの育ちを支える基礎的な支援として、経済的な支援の充実

等、子育て家庭が安心して子育てできる支援が必要です 

 

（２）育児力の向上支援 

本町では、子育て中の保護者を対象とした家庭教育に関する学習機会の充実を図り、子どもの

成長・教育の原点となる家庭の教育環境整備の支援に繋げています。 

アンケート調査では、子育て・教育に、もっとも影響すると思われる環境について、未就学及

び小学生の保護者では、「家庭」が最も高く９割を超えており、家庭での影響力の高さが挙げら

れています。また、地域については、未就学の保護者で 54.3％、小学生の保護者で 48.7％となっ

ています。 

今後、保護者が家庭において、子どもの基本的な生活習慣や自立心等を育む教育を行うため、

保護者が学ぶことや、身近に相談相手がいない状況にある保護者を切れ目なく支援することがで

きるよう、保護者に寄り添う家庭教育支援を推進するとともに、地域の中で子育て家庭が支えら

れるようニーズに応じた様々な子育て支援を推進することが必要です。 

 

（３）地域における子育て支援の充実 

本町では、子育てに関する相談員の資質の向上や気軽に相談のできる環境整備に努めるととも

に、子育て支援に関わる機関や団体等の連携を深めていくことに取り組んできました。 

アンケート調査では、子育てをするうえでの不安や悩みを感じている保護者が約８割を占める

中、子育てをする上で気軽に相談できる人や場所がない保護者の姿もうかがえます。 

今後も、安心して子育てができるよう、子育て当事者のライフステージに応じた切れ目ない情

報提供や相談支援の充実が必要です。 

また、悩みを抱える保護者等を早期に発見し、相談支援につなげられるよう、地域における子

育てに関するネットワークの拡大や充実が求められています。 



13 

 

（４）子育てと仕事の両立支援 

本町では、男女がともに自らの働きたい分野で個性や能力を発揮できる環境や、個人の価値観

やライフスタイルに合わせた柔軟な働き方を選択できる環境が整備されるよう、ワーク・ライ

フ・バランスの啓発を進めてきました。 

アンケート調査では、育児休業の取得状況をみると、母親では「取得した（取得中である）」

が 49.1％と最も高く、「取得していない」が 10.2％となっています。父親では、「取得していな

い」が 75.2％と最も高く、「取得した（取得中である）」が 18.5％となっています。 

今後も、育児休業制度の整備とともに、育児休業や有給休暇の取得が容易である職場の環境づ

くりが必要です。 

また、育児休業が取得しやすい、子育てがしやすい環境づくりを行うためにも、働き方に関す

る啓発を行っていく必要があります。また、育児休業制度や短時間勤務制度の利用による経済的

な負担やキャリアへの影響を軽減する支援策の検討が必要です。 

 

（５）ひとり親家庭の自立支援 

本町では、ひとり親家庭に対して、手当及び助成金等の支給や就労の促進、保育所入所の優先

的措置などの支援の充実に努めています。 

ひとり親家庭が抱える様々な課題や個別ニーズに対応するため、児童扶養手当等による経済的

支援のほか、各家庭の親子それぞれの状況に応じて、生活支援、子育て支援、就労支援等が適切

に行われることが必要です。また、様々な課題にワンストップで必要な支援につなげることがで

きる相談支援体制の強化が必要です。 

 

（６）子育て情報提供の充実 

本町では、相談員の資質の向上や、気軽に相談ができる環境整備をし、各種相談窓口の充実を

図るとともにパンフレットやホームページ等さまざまな媒体を通じた情報の周知を進めました。 

町の子育て支援事業については今後も、サービス利用の必要性がある保護者がサービスを必要

なときに利用できるよう、情報提供を進めるとともに、利用しやすい環境づくりを進めることが

必要です。 

 



二宮町こども計画 施策体系（案） 

①「第２期二宮町子ども・子育て支援事業計画」の施策体系 見直しの視点 ③「二宮町こども計画」の施策体系（案） 

基本理念 みんながつながる豊かな自然とはぐくみのまち 
～はぐ（育）ハグ（hug）にのみや～ 

②こども大綱 

基本理念 
すべての子どもの育ちを支える 豊かな自然とはぐくみのまち 

～はぐ（育）ハグ（hug）にのみや～ 

基本目標 施策の展開 若
者 

貧
困 

次
世
代 

子
育
て 

基本目標 施策の展開 
こ
ど
も 

若
者 

貧
困 

次
世
代 

子
育
て 

１ 【みんなで】 

地域の子育て 
支援の充実 

１ 家庭の育てる力を支援   ● ● 
１ ライフステージを通した重要事項 

(１)こども・若者が権利の主体であることの社会全体での共有等 

(２)多様な遊びや体験、活躍できる機会づくり 

(３)こどもや若者への切れ目のない保健・医療の提供 

(４)こどもの貧困対策 

(５)障がい児支援・医療的ケア児等への支援 

(６)児童虐待防止対策と社会的養護の推進及びヤングケアラー

への支援 

(７)こども・若者の自殺対策、犯罪などからこども・若者を守る

取組 

 

２ ライフステージ別の重要事項 

(１)こどもの誕生前から幼児期まで 

①妊娠前から妊娠期、出産、幼児期までの切れ目ない保健・医療

の確保  

②こどもの誕生前から幼児期までのこどもの成長の保障と遊び

の充実 

(２)学童期・思春期 

①こどもが安心して過ごし学ぶことのできる質の高い公教育の

再生等 ・居場所づくり 

②小児医療体制、心身の健康等についての情報提供やこころのケ

アの充実 

③成年年齢を迎える前に必要となる知識に関する情報提供や教

育 

④いじめ防止  

⑤不登校のこどもへの支援  

⑥校則の見直し  

⑦体罰や不適切な指導の防止  

⑧高校中退の予防、高校中退後の支援 

(３)青年期 

①高等教育の修学支援、高等教育の充実  

②就労支援、雇用と経済的基盤の安定  

③結婚を希望する方への支援、結婚に伴う新生活への支援 

④悩みや不安を抱える若者やその家族に対する相談体制の充実 

 

３ 子育て当事者への支援に関する重要事項 

(１)子育てや教育に関する経済的負担の軽減  

(２)地域子育て支援、家庭教育支援 

(３)共働き・共育ての推進、男性の家事・子育てへの主体的な参

画促進・拡大  
(４)ひとり親家庭への支援 

１ ライフステージを通して切

れ目なく一人ひとりを大切

にする支援 

妊娠前から 

幼児期まで 

（１）母親と子どもの健康保持増進 ●   ● ● 

２ 幼児教育の充実   ● ● 
（２）教育・保育サービスの量の確保と質

の向上 
●    ● 

３ 保育サービスの量の確保と質の
向上 

  ● ● （３）親子の成長と交流の場の支援 ●   ● ● 

４ 子育て支援ネットワークの充実   ● ● 

学童期・ 

思春期 

（１）学校教育の充実 ●   ●  

５ 放課後児童対策の充実   ● ● （２）放課後児童対策の充実 ●   ● ● 

２ 【すこやか】 

妊娠期、出産期、
育児期における
切れ目のない 
支援 

１ 子育て世代包括支援センター
「にのはぐ」の充実 

  ● ● （３）いじめ・不登校への対応 ● ●  ●  

２ 学童期・思春期から成人期に 
向けた保健対策の充実 

  ●  （４）保健対策の充実 ●   ●  

３ 食育の推進   ●  

青年期 

（１）次代の親の育成 ● ●    

４ 小児医療の充実   ●  （２）若者の自立・就業支援 ● ●    

３ 【ささえる】 

配慮を必要と 
する子ども・ 
子育て家庭への
支援 

１ 子どもの貧困への対策  ●   （３）出会いや結婚の支援 ● ●    

２ 経済的負担の軽減  ● ●  

２ すべてのこどもが幸せを感じるまちづくり 

（１）こども・若者の権利の保障 ●     

３ 児童虐待防止対策の充実   ● ● （２）こども・若者の居場所づくり ● ●  ●  

４ 障がいや発達に心配のある 
子ども及び家庭への支援の充実 

  ●  （３）こどもの貧困への対策 ●  ●   

４ 【はぐくむ】 

子どもの心身の
健やかな成長の
ための教育環境
の整備 

１ 次代の親の育成   ●  
（４）困難を抱えたこどもや家庭への支援

の充実 
●  ● ●  

２ 学校教育の充実   ●  
（５）こどもを見守り育てる安心・安全な

まちづくり 
● ●  ●  

３ 地域とともにある教育環境 
づくり 

  ●  

３ 安心してこどもを生み育てることができる

環境づくり 

（１）経済的負担の軽減 ● ● ● ● ● 

５ 【あんしん】 

子育てに配慮 
した生活環境の
整備 

１ 子育て家庭が暮らしやすい 
環境の整備 

  ●  （２）育児力の向上支援 ●   ●  

２ 子ども等の安全の確保   ●  （３）地域における子育て支援の充実 ●   ● ● 

６ 【いきいき】 

子育てと仕事の
両立の推進 

１ 子育てと仕事の両立支援   ● ● 

（４）子育てと仕事の両立支援 ● ●  ●  

（５）ひとり親家庭の自立支援 ●  ●   

２ 若者の自立・就業支援 ●    （６）子育て情報提供の充実 ●   ●  

【こども】こども計画、【若者】子ども・若者計画、【貧困】子どもの貧困対策計画、【次世代】次世代育成支援行動計画、【子育て】子ども・子育て支援事業計画 



















資料５ 

特定教育・保育施設の利用定員の設定について 

認定こども園の概要（令和７年４月開所） 

施設の名称 二宮めぐみ幼稚園 

所在地 二宮町二宮９２ 

事業主体 学校法人恵愛学園 

施設の類型 幼稚園型認定こども園 

開園時間 午前７時 30分から午後６時 30分 

休園日 日曜日、祝日、年末年始（12/29～1/3） 

利用定員 90人 

内訳 

１号認定 60人 

２号認定 30人 

３号認定 ０人 

事業開始予定日 令和７年４月１日 

備考 （１）認可定員：175人 

（２）在園児数：85人（令和６年８月１日時点） 

満３歳：２人、３歳児：26人、４歳児：27人、 

５歳児：30人 

（３）クラス数：５クラス 

 

 

二宮めぐみ幼稚園  

 


